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Melker
緊急用輪状甲状膜切開用カテーテルセット

Secure difficult airways
in seconds.



Melker 緊急用輪状甲状膜切開用カテーテルセット

Melker 緊急用輪状甲状膜切開用カテーテルセットは、気管内チューブの挿入ができない場合 
などの緊急気道確保に使用します。*

Step 1：  輪状甲状膜の位置を確認します。

* 使用方法、警告、禁忌・禁止、使用上の注意等の詳細は電子化された添付文書を参照してください。

Step 2： 尖刀 ( スカルペル ) を用いて、輪状甲状膜
をダイレータと気道チューブ ( 輪状甲状膜切開用
カテーテル）が挿入しやすいよう正中線に沿って、
縦に 1 ～ 2 cm 切開します。

Step 4： 気管に到達したらシリンジを抜去します。
二針型穿刺針を使用している場合は内針も抜去しま
す。次に、ガイドワイヤの柔軟な先端部分を一針型
穿刺針またはニ針型穿刺針の外套に挿入します。

気泡

Step 3： カテーテルセットに同梱の穿刺針のいずれ
かを 6cc シリンジに取り付け、正中線上、前頭面に
対して尾側方向に 45°の角度で経皮穿刺します。
吸引後、気泡の発生により、位置が適切であること
を確認します。



Step 5： ガイドワイヤを気管内に挿入後、外套また
は一針型穿刺針を抜去します。

Step 7： ダイレータと気道チューブ ( 輪状甲状膜切
開用カテーテル ) を一体にして気管内に完全に挿入
し、ダイレータとガイドワイヤを抜去します。

Step 8： 標準的なアダプタを用いて、緊急用気道
カテーテルを適切な換気デバイスに接続します。

ガイドワイヤの手元側

Step 6： ダイレータと気道チューブ（輪状甲状膜切開
用カテーテル）を一体にして、ガイドワイヤの硬い手
元側がダイレータのハンドルから現れるまで、ガイ
ドワイヤに沿って進めます。
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Melker緊急用輪状甲状膜切開用カテーテルセットは、気管内チューブの
挿入ができない場合などの緊急気道確保に使用します。Melkerによる
輪状甲状膜からの気道確保には、経皮的（セルジンガー法）手技を用い
ます。
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Melker
緊急用輪状甲状膜切開用カテーテルセット

ガイドワイヤ
ステンレススチール製

尖刀（スカルペル）（一針型）穿刺針
ステンレススチール製

6 cc シリンジ （二針型）穿刺針
内針：ステンレススチール製
外套：四フッ化エチレン樹脂

正面図

気道チューブ
（輪状甲状膜切開用カテーテル）

ポリ塩化ビニル製ガイドワイヤ・ダイレータ・気道チューブ 
（輪状甲状膜切開用カテーテル）の組み立て図

ダイレータ
ポリエチレン製

側面図

気道チューブ
（輪状甲状膜切開用カテーテル）

ポリ塩化ビニル製

販売名： 気道アクセス用デバイス 
承認番号： 20300BZY00356000


